
８
月
４
日
か
ら
開
か
れ
て
い

た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
は
８

日
長
崎
市
に
舞
台
を
移
し
ま
し

た
。
国
際
共
同
行
動
の
発
展
と

草
の
根
の
運
動
の
交
流
を
目
的

に
「
海
外
代
表
と
の
交
流
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
、
国
際
連
帯

の
発
展
に
向
け
て
活
発
に
交
流
。

「
長
崎
か
ら
全
て
の
国
の
政
府

へ
の
手
紙
」
で
は
「
核
抑
止
」

政
策
は
、
必
然
的
に
核
軍
拡
競

争
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

「
『
核
抑
止
』
が
失
敗
し
、
破

綻
す
れ
ば
、
核
戦
争
に
よ
る
人

類
滅
亡
へ
と
行
き
つ
き
か
ね
な

い
」
ま
た
諸
国
に
対
し
て
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
未
加
盟
の
国

は
早
急
に
、
署
名
、
批
准
・
加

入
す
る
こ
と
。
そ
れ
以
前
に
も
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
第
１

回
再
検
討
会
議
に
参
加
す
る
こ

と
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

被
爆
者
の
切
な
る
訴
え
は
「
人

類
と
核
兵
器
は
共
存
で
き
ま
せ

ん
」
で
す
。
戦
争
被
爆
国
日
本

は
本
来
世
界
に
先
駆
け
て
署
名
・

批
准
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）
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け
や
き
の
風

21
世
紀
は
Ａ
Ｉ
が
主
役

の
時
代
で
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
が
ウ
サ
イ
ン
ボ
ル
ト

の
１
０
０
ｍ
世
界
記
録

を
続
々
と
破
る
、
日
本

の
お
家
芸
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

が
中
国
に
追
い
抜
か
れ
た
こ

と
も
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
▼
Ａ
Ｉ
産
業
は
巨
大
な
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
す
が
、

問
題
は
多
量
の
電
力
を
使
う

こ
と
で
す
。
米
国
で
は
グ
ー

グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
ー

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
が
個
別
に
原

発
を
作
ろ
う
と
し
て
お
り
、

中
国
は
ゴ
ビ
砂
漠
の
あ
る
甘

粛
省
で
コ
ス
ト
の
安
い
太
陽

光
発
電
や
太
陽
熱
発
電
、
風

力
・
水
力
発
電
で
す
で
に
一

億
二
千
五
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

（
原
発
１
２
５
基
分
の
電
力
）

の
発
電
に
も
成
功
し
て
い
ま

す
▼
コ
ス
ト
の
安
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
日
本
の
埋

蔵
量
は
年
間
必
要
量
の
５
倍

あ
る
が
、
今
な
お
化
石
燃
料

に
頼
り
、
そ
の
輸
入
費
用
は

年
間
10
～
15
兆
円
で
す
。
こ

れ
で
は
コ
ス
ト
面
で
勝
負
に

な
り
ま
せ
ん
▼
高
市
首
相
の

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
は

そ
の
財
源
は
赤
字
国
債
頼
り

で
、
市
場
は
評
価
せ
ず
円
安

で
反
応
し
、
輸
入
物
価
高
で

イ
ン
フ
レ
が
続
き
ま
す
。
ア

ジ
ア
諸
国
が
脅
威
を
感
じ
る

ほ
ど
の
９
兆
円
も
の
軍
事
費

は
最
悪
で
す
▼
熊
本
の
半
導

体
関
連
企
業
で
は
ベ
ト
ナ
ム

の
学
卒
者
を
50
人
も
採
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
Ｉ
Ｔ

人
材
不
足
▼
中
国
は
毎
年
６

０
０
万
人
の
理
工
系
人
材
を

供
給
し
て
い
ま
す
。
中
国
に

ケ
ン
カ
を
売
っ
て
い
な
い
で

少
し
は
見
習
う
べ
き
で
す
▼

資
源
の
な
い
日
本
は
人
材
こ

そ
最
大
の
資
源
で
す
。

（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

８
月
13
日
夕
か
ら
14
日

未
明
に
千
葉
県
を
直
撃
し
た

豪
雨
は
県
内
22
市
町
に
県
初

と
な
る
レ
ベ
ル
５
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
13
人
が
死

亡
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
も
14
日
は

全
休
、
床
上
、
床
下
浸
水
も

広
範
囲
に
発
生
し
ま
し
た
。

我
孫
子
市
で
も
我
孫
子
４

丁
目
、
天
王
台
６
丁
目
、
泉

な
ど
で
床
上
浸
水
と
な
っ
た

地
域
が
あ
り
ま
し
た
。
湖
北

台
５
丁
目
（
写
真
）
や
10
丁

目
の
水
田
わ
き
を
通
る
道
路

が
道
路
か
ら
流
れ
込
む
水
で

道
路
を
支
え
る
部
分
が
な
が

さ
れ
て
大
き
な
穴
が
開
く
な

ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
成
田
線
の
ガ
ー
ド

下
で
湖
北
台
団
地
へ
向
か
う

バ
ス
が
道
路
の
冠
水
で
立
ち

往
生
し
、
20
人
の
乗
客
は
２

人
を
残
し
て
、
バ
ス
か
ら
降

り
て
、
水
の
中
を
歩
い
て
帰

宅
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
乗
客
の
一
人
か
ら
）
。

大
雨
を
も
た
ら
す
原
因
は
地

球
温
暖
化
で
す
。

国
連
事
務
総
長
も
警
告
を

発
し
て
い
ま
す
が
、
産
業
革

命
以
降
の
気
温
上
昇
を
、
１
・

５
度
Ｃ
以
下
に
抑
え
な
い
と

異
常
気
象
は
さ
ら
に
ひ
ど
く

な
る
と
。
１
時
間
に
１
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
よ
う
な
豪
雨

に
は
国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
対
応
し
て
い
な
い

の
で
各
自
治
体
も
対
応
し
て

い
ま
せ
ん
。

応
急
対
策
と
同
時
に
降
っ

た
雨
を
一
刻
も
早
く
川
や
海

へ
流
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、

降
っ
た
雨
を
保
水
、
あ
る
い

は
利
用
す
る
な
ど
抜
本
的
な

対
策
を
す
る
と
同
時
に
、
火

力
発
電
な
ど
の
二
酸
化
炭
素

排
出
を
抑
え
る
国
の
政
策
転

換
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
を

豪
雨
対
策
に
万
全
を

市
会
議
員

船
橋

優

今
世
界
は
戦
争
か
平
和
か
、

核
破
局
か
核
兵
器
廃
絶
か
の

重
大
な
岐
路
に
あ
り
ま
す
。

今
年
も
８
月
４
日
～
６
日
被

爆
者
と
と
も
に
核
兵
器
の
な

い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
人

類
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に
、

広
島
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
の
開

会
総
会
、
閉
会
総
会
に
は
メ

キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
な
ど
９
カ
国
代
表

６
０
人
を
含
め
約
６
１
０
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
み
ん

な
全
世
界
へ
核
廃
絶
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら

は
日
本
女
医
会
会
長
前
田
佳

子
さ
ん
、
環
境
活
動
家
武
本

匡
弘
さ
ん
ら
か
ら
す
ば
ら
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
又
若
い
高
校
生
平
和
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
の
お
き
な
わ
、
広

島
、
京
都
、
東
京
、
福
井
、

静
岡
の
メ
ン
バ
ー
達
、
生
協

連
、
新
婦
人
等
、
い
ろ
ん
な

活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
核
兵
器
禁
止
条
約
参

加
国
が
１
０
０
カ
国
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

強
く
日
本
政
府
へ
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

暑
い
中
の
大
会
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
毎
年
被
爆
者
の
生

の
声
を
聞
き
肌
で
感
じ
る
こ

と
に
参
加
の
意
義
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止

２
０
２
６
年
世
界
大
会
に
参
加
し
て

世界大会報告を行う船橋議員

あびこ平和フェスティバル（８月
２３日）市民プラザで五十嵐仁法
政大学名誉教授が「いま憲法が危
ない」と題して熱弁をふるう

湖北台中央公園トイレ洋式化は我
孫子市産業まつりの後、着工へ。
長年の市民の願いが実現します。
星野市長が９月議会施政方針で明
らかに。

長 崎 平 和 公 園 像
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若
き
日
の
反
戦
平
和
の
熱
情
は

消
え
ず
に
老
い
て
今
日
を
生
き
お
り

七
丁
目

山
野

美
津

腰
痛
の
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
稲
の
海

日
々
色
づ
く
穂
お
も
お
も
垂
れ
る

五
丁
目

鈴
木

明

朝
水
の
頬
に
冷
た
し
キ
ッ
チ
ン
へ

三
丁
目

松
永
美
穂
子

ス
キ
マ
よ
り

生
え
可
憐
な
り

韮
の
花七

丁
目

山
里

歩

世
界
は
知
る
「
Ｎ
Ｏ
！
と
言
え
な
い
日
本
」

五
丁
目

一
言
有
三

湖
北
西
小
学
校
の
西
側
の

道
路
を
成
田
線
方
向
に
歩
い

て
、
国
道
３
５
６
号
を
渡
り

さ
ら
に
行
く
と
下
り
坂
と
な

り
筑
波
山
を
遠
望
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
進
ん
で
青
山
台
方
面

か
ら
大
和
団
地
に
向
か
う
道

路
を
突
っ
切
っ
て
進
む
と
古

利
根
沼
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

沼
に
そ
そ
ぐ
水
路
に
沿
っ
て

沼
に
向
か
い
右
に
１
５
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
先
に
波
除

な
み
よ
け

不
動
尊
（
写
真
）
が
あ
り
ま

す
。
鬱
蒼
と
し
た
上
の
台
地

は
中
峠
城
跡
（
芝
原
城
跡
）

公
園
で
す
。
こ
の
古
利
根
沼

は
大
正
中
期
ま
で
は
利
根
川

の
本
流
で
し
た
。
利
根
川
の

大
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ

の
土
地
に
「
波
除
不
動
尊
は

享
保
３
年
（
１
７
１
８
）
安

置
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
い
、

安
置
の
後
よ
り
出
水
や
（
崖
）

の
崩
落
が
な
く
な
っ
た
」
こ

と
か
ら
「
波
除
不
動
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。
祠
の
前
に
は
「
廃
川

払
下
耕
地
整
理
竣
工
記
念
」

の
碑
が
た
っ

て
い
ま
す
。

埋
め
立
て
た

跡
地
は
農
民

に
払
い
下
げ

ら
れ
た
と
い

う
意
味
が
記

さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

こ
の
辺
の
水

面
は
利
根
川

を
行
き
来
す

る
船
の
風
よ

け
地
で
あ
っ

た
こ
と
は
以
前
紹
介
し
ま
し

た
。

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

中
峠
波
除
不
動
尊
を
訪
ね
て

(https://jcp-a biko.

com/ )※日本共産党我

孫子市議

団、で検

索しても

見れます。、

我 孫 子 市 議 団
ホ ー ム ペ ー ジ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

は
３
日
、
太
平
洋
赤
道
域
東

部
（
南
米
沖
）
の
海
面
水
温

が
平
年
を
上
回
る
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
が
、
年
末
に
か
け

て
極
め
て
強
ま
り
「
異
常
気

象
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
」
と

強
く
警
告
を
発
し
ま
し
た
。

サ
ウ
ロ
事
務
局
長
は
「
観

測
開
始
以
来
、
最
も
強
力
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、

比
較
可
能
な
過
去
40
年
の
デ
ー

タ
を
大
き
く
上
回
る
勢
い
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。

世
界
各
地
の
降
水
量
や
気

温
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

洪
水
や
干
ば
つ
、
熱
波
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
サ
ウ

ロ
氏
は
「
既
に
（
自
然
災
害

の
）
混
乱
や
破
壊
を
目
の
あ

た
り
に
し
て
い
る
が
、
影
響

は
さ
ら
に
強
ま
る
と
予
想
し

て
い
る
」
と
訴
え
、
過
去
最

大
規
模
の
態
勢
で
各
国
へ
の

助
言
や
情
報
提
供
に
取
り
組

む
と
強
調
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
と
、
来
年

２
月
ま
で
継
続
す
る
可
能
性

は
「
ほ
ぼ
100
％
」
。
年
末
に

か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見

通
し
だ
と
い
い
ま
す
。

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
は
一

般
的
に
２
～
７
年
ご
と
に
発

生
。
世
界
の
気
温
へ
の
影
響

は
発
生
の
翌
年
に
最
も
顕
著

に
な
り
ま
す
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

海
温
上
昇

史
上
最
大
か

（
１
）

我
孫
子
市
の
２
０

２
６
年
度
当
初
予
算
は
５
１

２
億
３
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
建
設
費
だ
け
で
１

１
７
億
５
６
０
万
円
で
す
。

予
算
の
五
分
の
１
強
に
あ
た

る
大
事
業
で
す
。
こ
の
（
建

設
）
予
算
は
大
き
す
ぎ
、
今

後
市
民
の
く
ら
し
を
苦
し
く

す
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

人
口
の
動
向
も
考
え
我
孫
子

市
の
財
政
に
見
合
っ
た
も
の

に
縮
小
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
か
？

（
２
）

今
後
の
維
持
管
理

費
も
毎
年
３
億
２
千
万
円
も

掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
す
ま
す
財
政
が
苦
し
く
な

り
、
市
民
の
要
望
が
か
な
え

ら
れ
な
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

（
３
）

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
の
工
事
費
の

う
ち
建
物
と
設
備
費
の
割
合

が
７
対
３
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
建
物
の
建
設
費
が
高
く

つ
く
の
は
、
地
盤
が
軟
弱
の

た
め
杭
を
た
く
さ
ん
打
た
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
ビ
ル
を
建
て
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
も
う
少
し
建

設
費
を
抑
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
。
こ
れ
ま
で
の
施
設

に
は
空
調
も
な
く
、
働
く
方

は
大
変
で
し
た
の
で
働
く
環

境
は
改
善
が
必
要
で
す
が
。

（
Ｔ
・
Ｙ
）

人
間
の
体
に
必
要
な
栄
養

が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
ご

ま
。
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、

炭
水
化
物
が
バ
ラ
ン
ス
良
く

含
ま
れ
る
ほ
か
、
鉄
や
カ
ル

シ
ウ
ム
、
セ
レ
ン
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
2
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
、
食
物

繊
維
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
不
足
し
が
ち

な
ビ
タ
ミ
ン
と
ミ
ネ
ラ
ル
を

豊
富
に
含
む
ご
ま
は
、
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
や
抗
酸
化

作
用
を
高
め
て
く
れ
る
食
品

で
す
。
し
か
し
、
ご
ま
の
効

果
・
効
能
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
の
は
、
ご
ま
に
し
か

含
ま
れ
な
い
成
分
「
ゴ
マ
リ

グ
ナ
ン
」
で
し
ょ
う
。
ご
ま

の
粒
の
わ
ず
か
１
％
し
か
存

在
し
な
い
、
ご
ま
特
有
の
微

量
成
分
。
若
々
し
さ
を
求
め

る
人
に
注
目
さ
れ
て
い
る

「
セ
サ
ミ
ン
」
は
、
こ
の
ゴ

マ
リ
グ
ナ
ン
の
ひ
と
つ
で
す
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

健康の告知板

ご
ま
の
効
果
・
効
能

抗
酸
化
作
用
が
あ
る
の

で
40
代
以
降
の
人
に

特
に
お
す
す
め

Ｗ
Ｍ
Ｏ

さ
ら
な
る
洪
水
・
干
ば
つ
警
鐘

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
対
す
る
質
問


